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災害時協力井戸登録申出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　年　　月　　日

　廿日市市長　様

　私が所有（管理）する井戸について、「廿日市市災害時協力井戸登録制度実施要綱」に基づき、災害時協力井戸として申し出ます。

	申　出　者
· 所有者
· 管理者
	氏　　名
	

	
	住　　所
	

	
	電話番号
	

	所有者又は管理者
※申出者と異なる
場合のみ記入
	氏　　名
	

	
	住　　所
	

	
	電話番号
	

	井戸の仕様等
	井戸の所在地
	廿日市市

	
	井戸の位置
	□宅地内 (□屋内　□屋外)　□田畑　□その他（　　　　　　　　）

	
	汲み上げ方法
	□電動ポンプ　□手動ポンプ　□電動・手動併用　□つるべ等
□その他（　　　　　　　　）

	
	停電時の使用
	□可能　　□不可能

	
	利 用 状 況
	□日常的に利用している　
(□飲料水　□生活用水(洗濯、掃除、風呂等)　□事業（業務）用水
□かんがい用水　□その他（　　　　　　　　）)
□あまり利用していない　

	
	水　　　量
	□水量は確保されている
□渇水時には枯れることがある　　□不明

	
	水 質 検 査
	□水質検査を定期的に実施している。（□飲用可能　□飲用不可能)
□水質検査は実施していない

	井戸の利用時間
	□指定する（　 　時 　　分　～　 　時　 　分） 　□指定しない


　（裏面に続く）

	情報の公開
	〈同意事項（必須）〉※どちらかにチェックをしてください。
□ 平時及び災害時に、「井戸の所在地」や「提供者の名字」などの井戸情報を公表することに同意します。
□ 災害時のみに、「井戸の所在地」や「提供者の名字」などの井戸情報を公表することに同意します。
〈井戸情報の公表先について〉
公表して欲しくない公表先があればチェックしてください。
□ 避難所
□ 市ホームページ
□ 自治会連合会
□ 自主防災組織

	周辺地図【略図】


	井戸の場所【略図】



※提供いただいた個人情報については、この事業以外の目的には使用しません。
※周辺地図【略図】等で枠に収まらない場合は、別の用紙に記入して提出してください。

（災害時協力井戸の登録の要件）
１　市内に所在する井戸であって、現在使用しており、今後も継続的に使用が可能なものであること。
２　災害時に無償で井戸水を提供できること。
３　井戸水をくみ上げるためのポンプ、つるべ等があること。
４　井戸枠等が設置されており、安全に使用できること。
５　生活用水としての利用が可能な水質（無色透明・無臭を基本とする。）であること。
６　井戸の所在地情報等を公表することについて、井戸の所有者及び管理者の同意が得られること。
